
 

1 

 

古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 221号（2021年 4月） 

 

長田夏樹弥生語ノート 

KOTONOHA編集室 

 

 このたび長田家より、故長田夏樹氏の弥生語研究に関するノートの画像をご提示いただ

いた。大学ノート 25頁に渡って自筆の記述がある。長田氏の弥生語研究というと、1985年

に茨城県つくば市で開催された「科学万博つくば ‘85」において弥生人ロボットが話した弥

生語が思い起こされる。この弥生語は長田氏によるものであり、そのことは『新稿 邪馬台

国の言語―弥生語復元―』（長田夏樹著。学生社、2010年。）に詳しい。このノートは当時の

事情を彷彿とさせるもので研究史という観点からみて貴重な資料といえよう。ここに紹介

をする次第である。 

なお、本資料をめぐるの当時の状況については長田礼子氏に「父と弥生語」と題して、言

語学的な解題として長田俊樹氏に「弥生語ノート解題」と題してお書きいただいた。感謝申

し上げる。 
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